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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月11日(2018.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属原子が封入されているガスセルと、
　高周波信号を生成する励起光制御部と、
　前記高周波信号が入力され、前記ガスセルに励起光を射出するレーザー光源と、
　前記ガスセルおよび前記レーザー光源を収容する収容体と、
　前記高周波信号を導通する芯線と、前記芯線から漏れる前記高周波信号を遮蔽するシー
ルド部と、を有し、前記レーザー光源と前記励起光制御部とを電気的に接続する高周波信
号伝導線と、
　前記芯線と、前記レーザー光源と、を電気的に接続する接続配線と、
　を含み、
　前記励起光の射出方向において、前記芯線の前記シールド部から露出する部分、および
、前記接続配線が存在する領域を光源配線領域とし、
　前記射出方向と反対方向で、前記レーザー光源に最も近い前記収容体の内壁面を第１壁
面とした場合に、
　前記高周波信号により発生する空間高周波の定在波は、前記第１壁面に起点を有し、
　前記射出方向において、前記光源配線領域は、前記定在波の最大振幅点を含まない、
　原子発振器。
【請求項２】
　金属原子が封入されているガスセルと、
　高周波信号が入力され、前記ガスセルに励起光を射出するレーザー光源と、
　前記ガスセルと、前記レーザー光源と、を収容する収容体と、
　を含み、
　前記励起光の射出方向と反対方向で、前記レーザー光源に最も近い前記収容体の内壁面
を第１壁面とした場合に、
　前記高周波信号により発生する空間高周波の定在波は、前記第１壁面に起点を有し、
　前記射出方向において、前記ガスセルの前記金属原子が封入される収容部は、前記定在
波の最大振幅点を含まない、
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　原子発振器。
【請求項３】
　前記射出方向において、前記ガスセルの前記金属原子が封入される収容部は、前記定在
波の最大振幅点を含まない、
　請求項１に記載の原子発振器。
【請求項４】
　前記収容体の内部に配置された波長変換用の誘電体を含む、
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の原子発振器。
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